
数学的立悪事号と関わる隅いをもちp 解j乗しようとするカ聖曹お算数＠数学学欝

吹の三》つの手立てを行う。問いをもち追求する姿を目指本学校園算数＠数学科ではヲ

i C）題材を工夫し9

I O rli!I'! IUJ，て
にする。

~＇：：授業のふりかえりにおいてラ「新たに疑問に思ったことJ などラ焦点化して記述するように設定する。

る「開い」を大切と

( 1）；題材の工夫

前述したような間いをもつためにはラ題材に工夫を凝らい認識（友だもの考え，予相 戚常

ど）とのすれをつくりヲ方法や規則ヲ考え方の必要性を感じられるようにするO ーを；~~
る題材ヲ一つのことを解決することで新たな問いが生まれる題材やたくさんの問いがもて

数学的な見方や考え方のよさを感じたり，解決することで欝いたりするような題材を取り

また，数字の世界と日常の世界を結び刊サて考えられるようにするためにヲ日常生f苫』こ

宇取り上げる。そうすることで，子どもたちは数学的な闘がくらしの中で使われていよ

九日常生活防いて問題などを数学的な思考に関わる視点でとらえ，追求するようにな

ろう o ICTを活用したりラワークシートを工夫したりして，興味や関心をもてるようにする。

本学校圏算数。数学科ではヲ「問い」を「問題などを数学的にとらえたときに9 それを解決した

いという強い思い」と考えている。例えばヲ計算で答えを求めることや図形の角度を求めることな

ど純粋に解決したし、という患いが挙げられる。またヲ自分の認識や経験句考え方との違いや予想、と

のずれ，直感により解決したいという思いもある。

して町一人一人。が間いをもち追求する姿は，具体的に次のような姿が挙げられる。

0 l既習事：墳を用いて解決しようと考えている

。算数・数学の問題をラ試行錯誤して解決しようとする姿

。自分の考えを整理しながら9 他者に分かりやすく説明しようとする

。算数・数学のよさに気付き，いかしてもいこう，更に発展させていこうとする姿

。生活の中で見付けた問題をヲ数学（数学的な見方や考え方）を用いて解決している姿

教師のはたらきかけ

ども一人一人のもっている視点はそれぞれでラ課題に対する見方もそれぞれである。そのため匂

問いをもつためには，他者の見方や考え方に触れることが大切である。それは教師のものでフ

あったり 9 友だちのものであったりする。また9 一人だけでは解決できない課題を協力して解悼す

？？三で自分一人では得ることのできなかった視点や考え方を獲得することができる。これらのと

どを考えp 場面によってペア＠班・学級全体での学び、合いを設定する。

授業りねらいに迫っていくような数学的な思考に関わる「間い州Jを大切にする。例え

うなるのか」と根拠を聞いたりヲ「いつでもできるのか」と一般性を聞いたりする問い

ド る。こうした問いかけを教師が繰り返して行うことで，やがて子ども自身の問いへと恋蒋

vることを目指す。教師から出される問いかけは子どもに身に付けて欲しい思考の方向性を与ι
ものである。そして，国 1vこ示したとおり，問題などから課題をつくるときの問いを大切にし

ぅ。そうすることでラ問題を解決した後にヲ新たな問いをもつようになると考える。状況や

に応じてラ大切にしたい間いを決めて単元を構想する。

授業のふりかえり

りかえりをヲ「自分がもった問いに対してJや「新たに疑問に思ったこと」ヲ「次に向けて」

して行うようにする。そうすることでp 子どもがもった問いや解決したことに対する子

の背景を探札次の授業や単元につなげるO このような視点を意識したふりかえり 市

つことでヲ子どもが問題を解決した後に「問い」を意識するようになることを目指してい
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このような姿を引き出すために，授業のねらいに追っていくような数学的な思考と関わる問いを

大切にしていく。

算数・数学のおもしろさは規則などの一般性の発見や論理展開すること，数学の問題を解決する

ことなどたくさんある。それらに触れてヲ追求することのおもしろさを感じて欲しい。そしてう

常生活において‘9 解決したいと思うような問題や事象に出会ったときラたくさんの情報を手に入れ

てそれを処理しようとするときにヲ学んだ数学的な見方や考え方で問題や事象，情報をとらえ，身

に付けた数学的な知識・技能を用いて解決することを望みたい。

算数。数学の授業において9 国 1

のように子どもたちは，教師から

出された問題や，ある

出会ったときに生まれた問題

ぜだろう」などラ間いとしてとらえ

る。その聞いから9 問題を解決する

ために必要な課題が生じる。その課

題の解決方法を探る中で，

しながら，数学的な見方や考

い知識や技能

る。またヲ新たな見方や考／」ノハ

る。問題から自

と他の問題

子どもが多様な聞いをもてるようにするう

教師のはたらきかけとして，学び合いの場を設定しラ

日

「な

間いを見付け解決すること

ごとで，；持えrな事象に対レて 一－－－｛三日

ことにより匂おもしろいと居5じたり， うわLしかリつ

がら，それだけに満足せずに，解決したことが

ろうかiるとどうなる

って欲しい。
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